
水産Ｂ

〔例題１〕 北海道周辺の海流等に関する次の記述の空欄Ａ～Ｅに該当する語として妥

当なのはどれか。下記の語群ア～シから選び、記号で答えよ。

・北海道周辺の海は、主に２つの海流の影響を受ける。一つは九州の西で Ａ から

分かれ、 Ｂ 海峡から日本海に入り、本州の北から北海道の西側へ北上する

Ｂ 暖流であり、もう１つは千島列島の東を北海道東部太平洋海域に南下してく

る Ｃ である。

・ Ｂ 暖流の一部は Ｄ 海峡から太平洋に流れ出る Ｄ 暖流になる。

Ｄ 暖流は最も東に張り出したとき、 Ｅ 沖で寒流の Ｃ とぶつかるので、

水塊の分布の違いから、太平洋側は Ｅ を境に東側は道東太平洋海域、西側は道

南太平洋海域にわけることができる。

【語群】

ア．リマン海流 イ．津軽 ウ．親潮 エ．黒潮

オ．北赤道海流 カ．対馬 キ．鳴門 ク．宗谷

ケ．納沙布岬 コ．えりも岬 サ．神威岬 シ．立待岬

【正答】

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

エ カ ウ イ コ



水産Ｂ

〔例題２〕 漁業経営と簿記に関する次の記述の空欄Ａ～Ｅに該当する語として妥当な

のはどれか。下記の語群ア～シから選び、記号で答えよ。

・漁業にかかる費用を漁業経営費といい、毎年経常的に支払いが必要な現金経営費と

長期間にわたって使用する資産を購入した場合に、耐用年数で分割して計上する

Ａ が含まれる。なお、建物や営業権・特許権などの無形固定資産の Ａ を算

定する場合は、 Ｂ を用いる。

・簿記では、経営活動の記録から、財政状態を明らかにするために Ｃ を、経営成

績を明らかにするために Ｄ を作成する。

・漁業経営は、生産が不安定であることや、自然災害の影響も大きいため、大きなリ

スクを伴うものである。こうしたリスクを回避するため、 Ｅ や漁業災害補償制

度といった国による政策保険が整備されている。

【語群】

ア．財産法 イ．損益計算書 ウ．定率法

エ．水産業強化支援事業 オ．漁船保険制度 カ．維持管理費

キ．定額法 ク．貸借対照表 ケ．即時償却費

コ．減価償却費 サ．新旧対照表 シ．漁業経営改善制度

【正答】

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

コ キ ク イ オ


